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文部省オリンピック普及資料作成委員会編
『－オリンピックを見るために－』

1964年９月、56ページ・付表（会場への案内図）、非売品、文部省

小　松　原　　尚　

【解題】
　著者の専攻分野である地理学における教育に関する研究は、地域における環境を対
象に自然現象と人文現象を具体的、統一的に観察し、児童・生徒や学生の学びの素材
としての可能性を探求すること、あるいはその手法を磨くことに主眼がある。した
がって、ローカル、ナショナル、インターナショナルのレベルを問わず開催されるイ
ベントもその開催地やそれへの参加の地域や企業・団体などへの関心を高めることか
ら、地域理解にとっては重要な教材となると考えられる。
　学校など、児童・生徒、学生（学生ら、と略記する）の学びの場や教育活動のため
の素材となる場所を学習空間と定義すると、ここでの教育活動においては、座学で得
た知識を踏まえ、実体験を通して定着させることも含まれる。その意味から、イベン
トは日常の講義、すなわち座学で学んだことを学校の外で学生らが自ら実際に確認す
る機会も必要となるので学習空間の構成要素になる。そして、その利用は地理教育に
とっても有意義に思う。
　それではインターナショナルレベルの大きなイベントの一つであるオリンピック・
パラリンピックについては教育的価値をどのように考えられているのであろうか。
2016年７月21日に発行された、オリンピック・パラリンピック教育に関する有識者会
議の編集になる「オリンピック・パラリンピック教育の推進に向けて／最終報告」か
ら確認しておこう。それによるとオリンピック・パラリンピック教育は「スポーツの
価値や効果の再認識を通じて自己や社会の在り方を向上させることにより、国際的な
視野を持って世界の平和に向けて活躍できる人材を育成し、求められる社会の将来像
を実現しようとするものである」と述べられており、先に述べた地理教育の観点とも
呼応すると考えられる。
　さらに、真田久（2015,p.29）によれば、「筑波大学オリンピック教育プラット
フォーム（Centre for Olympic Research and Education）」におけるオリンピック教
育の定義を念頭に、スポーツやオリンピック（パラリンピック含む）を教材として、
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国際的な視野を養い、世界の平和に向けて活躍できる人材を育成する活動とオリン
ピック教育を位置付けている。そして、その具体的な学習内容の一つに「世界各国・
地域の文化や社会問題」をあげていることからも、地理教育との関連性を読みとれる。
　オリンピック教育は、「最初に組織的に取組んだのは、1964 年の東京大会の時で
あり、世界で最も早く、オリンピック教育が実施されていた」（真田2015,p.30）ので
ある。
　オリンピック教育（オリンピック学習）の内容は、真田（2015,p.30）によれば、
「オリンピック東京大会の成功をめざして展開された『オリンピック国民運動』と関
わって行われた」ことがわかる。その「オリンピック国民運動」というのは、「オリ
ンピック精神の普及高揚および市民性の向上をはかることを主眼としたもので、オリ
ンピック理解、国際理解、公衆道徳高揚、商業道徳高揚、国土美化、健康増進をめざ
した運動」と説明されている。
　そして、この運動を背景に文部省は、1964年４月に「学校におけるオリンピック国
民運動の取り扱いについて」と題する通達を発している。その目的としては、①児童
生徒にオリンピック精神をつちかうこと、②日本人としての自覚に立ちながら国際親
善と世界平和への態度を養うことであった。
　先に紹介した「オリンピック・パラリンピック教育の推進に向けて／最終報告」の
資料によると、当時の文部省は、オリンピックの基礎知識やオリンピック精神を普及
させるため、小学生向けと中学生向けに「オリンピック読本」を作成した。そしてこ
れを参考資料として、東京都をはじめとし、地方自治体が独自の読本を作成していっ
た。以下に紹介する千代田区の事例にとどまらず、自治体レベルでの小学生を対象に
したオリンピックに関する学習ガイドブックが刊行されている。例えば、京都市、埼
玉県、栃木県、大阪府などが独自の企画になる「オリンピック読本」を制作している。
　先述の文部省の通達を踏まえて、自治体ではオリンピック教育のための教師用の指
導書を公表している（真田，2015,p.30）。例えば東京都千代田区教育委員会では、「オ
リンピックと学校－オリンピック学習の手引き」を編集している。その中で、地理教
育と関連性のあるものをあげると、社会科２年では、＜ゆうびんきょくの人＞の単元
で、オリンピック参加国との通信などにも目を向けさせるとともに、切手を持ちより、
各国の切手の中からオリンピック参加国を見つける学習活動や、 社会科６年の＜世
界の平和についての学習＞では、オリンピック精神について調べ、平和への努力と平
和への願いは人類の願いであることを理解するためにオリンピックに関する学習を位
置づけている。
　さて、本稿にて紹介する「―オリンピックを見るために―」はオリンピック開催日
の迫った1964年９月に文部省から刊行されたものである。ただ、これまで参照した文
献には紹介されていない。



103地域創造学研究

文部省オリンピック普及資料作成委員会編『－オリンピックを見るために－』

　この冊子は、そのタイトルの通り、児童・生徒がオリンピックを観戦するためのガ
イドブックである。「口絵」の部分には聖火台から俯瞰した国立競技場や入賞メダル、
記念切手の写真が掲載されている。
　目次を見ると、開催競技の解説に大半を割いていることがわかるが、それにとど
まらず、「オリンピック国民運動」と連動した記述が随所にみられる。　まず最初に、
オリンピック見学のために会場に行く際の注意事項が、集合時、競技会場への入退場
時、そして観戦時にわたって記るされている。例えば集合時の項目には、会場への経
路の事前確認、時間厳守、携行品に関すること、また、競技会場では、教師の指示遵
守、会場美化への協力、そして、観戦に際しては、応援マナー、外国人選手への応対、
選手と国に対するリスペクトにふれている。
　さらに、競技ごとの観戦解説に関しては競技や会場の説明だけでなく、観戦態度や
マナーにも言及している。例えば選手の集中力をそがないように気を付けることへの
注意喚起がなされている。具体的には、陸上競技では、トラック種目のスタート時点、
フィールド種目の試技開始の時、「選手の気持ちになって静かに」するように留意点
を記している。この点については、他の種目でも述べられている。バスケットボール
のフリースローのとき、体操競技、ウエイトリフティング、水泳および飛び込みに関
しても類似の記述がみられる。また、危険防止の観点から、漕艇では、水路への接近
と物の投げ込み禁止、自転車競技のロードレースの時には、車道に出ないようにとの
注意書きがある。そして、観戦マナーについては、「拍手声援は節度をもって」（陸
上競技、水泳および飛び込み）、「審判の判定に不満なため、口笛をならしたり、さわ
いだりしない」（ボクシング）と記されている。
　東京大会の前のローマ大会の記録が掲載されている競技もある。陸上、ボクシング、
カヌー、自転車、フェンシング、体操、ウエイトリフティング、レスリング、水泳お
よび飛び込み、近代五種、馬術、射撃、ヨットである。また、柔道は東京大会で採用
された競技なので、過去の世界選手権大会優勝者名を挙げている。
　最後に、芸術展示の紹介もなされているのは、これが各競技と同じように開催しな
ければならない重要なものであるからである。古典芸能、絵画・彫刻・写真など多岐
にわたる展示や公演が都内で開催されている。

文献
真田久（2015）：オリンピック・ムーブメントとオリンピック教育．スポーツ教
育学研究，34－2，29－33．
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